
やってみたいをやってみる

⼀般社団法⼈1POME



こども村づくりの概要01

課題解決能⼒や社会⼈基礎⼒（コミュニケーション⼒、主体性、計画⼒など）を育む

体験学習を通じて、楽しみながら学ぶ環境づくり。

地域の活動拠点を⼦どもたちが⼿作りすることで地域活性化に貢献。

⾃分の居場所は⾃分で作るねん

「こども村づくり」

プロジェクトの⽬的



活動内容02

具体的な活動内容

壁や家具のリノベーション 実践的かつ主体的な学習 チームでアイディアを出し合い
役割分担をして進めるプロジェクト型学習

床や机や⿊板まで、何でも⾃分たち

の⼿で創り出していきます！

材料を測ったり計算したり⼒を⼊れ

たり、⽇常から学びに繋げています

⼤⼈の介⼊は基本的になく、⾃分た

ちのことは⾃分たちで決めて、⾃分

たちの⼒で実践していきます



活動の流れ03

話し合い話し合い

実践実践

計画,準備計画,準備振り返り振り返り

こども村では毎回⾃分だけが楽

しいのではなく、みんなで楽し

めるためには何が必要かを、活

動の最初に話し合いで決めてい

きます。

⾃分の意⾒を持つことで、前に

踏み出す⼒を養っていきます。

何が何個でどれぐらいの⻑さが

必要かなど、先にイメージと計

画を事細かに⽴てることで、計

画⼒を養うことができます。

また、材料の⻑さを計算する際

に、⾃然と算数を使うため、実

践的な学びが⾏えます。

実践中は役割分担を⾏い、全員

で⼀つのものを作るのですが、

その過程で社会に出て必要な、

チームで働く⼒と、チームで何

かを⾏う達成感を学ぶことがで

き、⾃然と縦と横のつながりを

⾝に着けることができます。

やってみた結果、成功でも失敗

でもこの振り返りを通して学び

に変え、挑戦のハードルを下げ

ることができます。この繰り返

しにより主体性や協調性の必要

性に気が付き、考え抜く⼒を養

うことができます。



 こどもたちの成⻑

⾃分で考え、解決する⼒が⾝につく

社会⼈基礎⼒（主体性、計画⼒、協調性、達成感）を育む

チームで成果を出す達成感や⾃信を得られる

 地域への貢献

⼦どもたちが主体的に関わることで、地域全体の活性化につながる

活動拠点がコミュニティの場として活⽤される

プログラムで得られること04



プログラム詳細05

対象年齢：⼩学⽣〜中学⽣

活動⽇程：第⼀第三⼟曜⽇ 第⼆第四⽇曜⽇

      （10：00〜17：00）

場所：兵庫県加東市東古瀬61-1 「1POMEこども村」で検索！

お散歩プラン 探検プラン 冒険プラン

各⽉1回参加 各⽉２回参加 通い放題

6,600円 11,000円 15,400円

⽉額 ⽉額 ⽉額



料⾦の内訳05ʼ

料⾦に含まれるもの

活動費：⼯具や材料費、古⺠家の維持管理費

指導料：専⾨家やスタッフによる指導の費⽤

保険料：⼦どもの安全を守るための保険加⼊費⽤

写真料：プロカメラマンによる撮影、編集の費⽤

その他：広告作成費やグッズ作成費など

 収益の⼀部を古⺠家の維持や地域活性化に使⽤しています。



安全対策06

作業中の安全管理について

・材料がすべてそろっていますか

・⾝の回りに危険なものはありませんか

・軍⼿は装着していますか

・作業場所は整理されていますか

・材料や道具の使い⽅はわかりますか

・作業⼿順は確認しましたか

下記の内容を作業前に必ず確認をする。

⼯業⾼校で建築学科でものづくりを本格的に学び、⼤学では中学の技術の教員になるために

道具の使い⽅を１からまなんだアトムが責任をもって安全管理を⾏います。

参加者にお渡しするしおりの

背⾯に記載しています



参加者の保護者様の声①07

 息⼦は元々好奇⼼旺盛ではありましたが、さらに増幅しているようです。「次は〜を作る！」

「今度〜を提案する！」と毎回張り切って出かけていきます。

 とにかく楽しくて仕⽅がない様⼦です。 

 床を基礎から作ったり、⿊板や時計を作ったりと「⾃分たちの家を作る」という、家庭ではと

ても経験できないことをしていて、規模の⼤きさや完成していく過程にとても驚かされます。�

「やってみたいをやってみる」を実⾏し、成功体験とすることで⾃信と⾃主性がついてきたよう

に思います。

 特に感じるのは⽇々の⽣活の中でチャレンジすることに抵抗が少なくなってきた点です。幼い

頃に⽐べて何事も臆せずチャレンジし、また緊張を楽しめるようになってきたと思います。テス

トでは測れない⾮認知能⼒や⼈間⼒を⾼めて⾃⽴につなげてほしい、という私共親の願いもあり

ますが、何より学校、家に加えてもう⼀か所、⾃分らしく⽣き⽣きと輝ける場所があるというの

は本⼈にとっても⼼の⽀えにつながっていると思います。



参加者の保護者様の声②07

 1POMEはやりたいことをやりきるまで、⾃分の納得のいくまでさせてもらえる場だと思いま

す。⼦育ての悩みは親の成⻑が伴わないことでした。

 親の都合の「いい⼦」になんてさせたいわけではないのに、忙しさや疲れを理由に“ダメ”“早

く”ばかりで、⼼⾝共に寄り添えない⽇々の救世主でした。

 笑顔が増え、⽇々の楽しさや何気ない出来事も伝えてくれ、何より1⼈でも「やってみる！」

「⾏ってみる！」という強い⼼が育ってきています。今⽇⼀⽇どんなことができるのか。どんな

楽しいことが待っているのかワクワクしながらいつも参加させてもらっています。

 こどもの笑顔は親にとって本当に嬉しいことです。その笑顔だけでもっと頑張ろうと思いま

す。こども村づくりはただ遊ぶだけの場所ではなく、現代社会ではなかなか得ることのできない

本当に⼤切な何かを得られる場所ではないかと思っています。



QRコード

お申込み・お問い合わせ⽅法08

サービスについてご不明点があれば、お気軽にお問い合わせください。

info. ipome@gmail.com 080-9127-0527

お申込みはこちらから

＠1pome_hyogo 1pome.jp



最後に09

古⺠家をまるまる使った

実践型体験学習はここにしかありません！

ぜひ共に未来を創る

「こども村づくり」へ

ご参加お待ちしています！



今までの歴史（10⽉）10



今までの歴史（11⽉）10



今までの歴史（12⽉）10


